



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ずっとお待ち ていましたのに、その春も半ばを過ぎようとしています。あ たが下さったお手紙は、何通空しくたまっていることでしょう。あちこち旅をしていらっしゃるあなたはきっと世間が広いことでしょうけれど、あなたの帰りを待つだけ 私は老け込んでしまい、別れの辛さが身に沁みます。……。これなどまさに、遠くへ旅に出たままの夫をひたすら待ち続ける「思婦」の情念、そのものである。
筆者は最初に「恋い焦がれている」とか、 「男女の相思の情のよ
























がそのまま載っている。また、詩句の後には、 「九州への旅を終えて東京へ帰ってきたが、今月十九日に帰国の途に就く予定。一々挨拶して回る余裕がないので、留別の詩を作った。これを我が知友に知らせ、和作を賜れば幸甚」という旨の識語が付けられている。つまり、王治本はこの詩を 竿だけのために詠んだ ではなく、悪く言えば、作品を「使い回した」わけ ある。それ 思うと、次韻して三首も詠んだ一竿が哀れにもなってくる。
では、当時の感覚では老人と言ってもおかしくない五十二歳の一





















































































年冬、 胡鉄梅 ・ 鄭雪濤に励まされ、 高知へやって来た。田中璞堂が 「仿周は余より少きこと二十四年」と記しているから、一八五五年頃の生まれで、当時三十四歳ぐらいだったということに る。筆者の想像だが、日本にでも行ってみようかという気持ちで、ふらっと日本にやって来て、清国と関わりが深く何かと便利で居心地のいい神戸で半年間のんびりした後、 「高知なら胡鉄梅・王治本の訪問 様子が分かってい 安心だから お前も行って歓迎してもらい 一儲けして来い」と背中を押されてやって来た、といったような舞台裏が想像されてならな 。馬仿周も二カ月ほど高知に滞在 、その間に唱和された作品が『高城唱玉二編集』 して編まれた。
ところで、 『高城唱玉二編集』に収録されている全四三三作のう
ち、純粋に馬仿周の高知滞在時 唱酬作品と言える のは四十番目から三四一番目までの三〇二作で、全体の七十％ ある。一番目から三十九番目まで
（全体の九％）
は彼の高知到着前までのものなのだ


































































 20。洪鍾宇との交流は、 その暗殺実行前ではあるが、 いずれにせよ、
このような「危険な香り」を漂わせている 物とも一竿は交流している。
さて、以上のような交流範囲拡大の熱意・意欲は、 『江漁晩唱集』




























































































































































































 以上、各地での詩文交流 跡付けたものに、以下の拙稿、及び蔣海波氏との共著の稿がある。蔣海波氏との共著「明治期高知における日中文人の交流―旅の詩人王治本を中心として―」 （ 『日本語日本文学論叢』第七号、二〇一二年） 、以下は皆拙稿。 「王治本の藝備訪問および地元文人 の文藝交流」 （ 『武庫川国文』第七十六号、同前） 、 「王治
　
越佐の旅およびそ
の間の詩文 明治十六、 七年 新潟県文人研究』第十五号、同前） 、 「 二十年前半における王治本の足跡と詩文 流―九州北部、小豆島―」 （ 『日本語日本文学論叢』第八号 二〇一三 、 「王治本の周防訪問および地元文人と 文藝交流」 （ 『武庫川女子大学紀要人文・社会科学編』第六十巻、同前 「明 五年
　
羽後における王治本












前滞在まで―」 （同前第八十号、二〇一六年） 、 「明治二 六年
　
王治本の





ける足跡と文藝交流（上） 」 『武庫川国文』第八十一号、 同前） 、 「同前（下） 」（同前第八十二号、二〇一七年） 、 「王治本
　
明治十五、 六年の北陸漫遊と詩










おける詩文交流」 （ 『日本語日本文学論叢』第十三号、二〇一八年 、 「函館における王治本の詩文交流」 （ 『武庫川国文』第八 四 同前） 。
７
 なお、康有為らの変法運動に参加した王照（一八五九～一九三 又は三五）が、戊戌の変法の失敗後、日本に亡命し、三十二年から 十三年にかけて高知を訪問した。こ 時、一竿は王照と交流している。
８
 中村忠行氏の論考は 「 「胡鐵梅」 札記―清末の一畫家と土佐の詩人達―」 （ 『甲南国文』第 十五号 一九八 年 。蔣海波・柴田 共著は「明治期高知における日中文人の交流―画家胡鉄梅を中心として―」 （ 『武庫川国文』第七十五号、二〇一一年） 。
９
 注８所携蔣・柴田稿二十頁。10 中村氏前掲論文二〇六頁。なお、王の高知滞在には田辺良顕知事の大きな助力があった模様。11 林信編輯兼出版『高城唱玉集 、擁書城、二十年三月三日12 以上の人物のうち、土佐人でない者を指摘しておこう。玉繊女史は当時王治本が帯同していた石川県出身の女性日本画家。天野芳壺は愛媛県 高力張洲英は愛知県出身のいずれも画家。
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人物（上海図書館編『江南製造局翻訳館図志』 、上海科学技術文献出版社、二〇一一年、七〇～七十一頁） 。23 中村氏も「璞堂が寛厚の長者であったのに対し、一竿は才気煥発、詩に執すること痴に近いものがあった」 と指摘しておられる （前掲論文二〇九頁） 。24 山本泰三『土佐の墓』 （土佐史談会、一九八七年）二五七頁。
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